
Z38 エ 乗 火 # 甘 金 港 舛 13一也 妨 3 秒

報 文

=業爆薬の密約下の巷度に関する実絵的研究

(昭 和 27年 7月 4E]受 現)

桜 非 武 何 ･ 或 非 Il',L 碓

(E7米 油 脂 衣 土 工 壌)

Ith ll
ために拭加が狂うという心軌 土光づTzいたろう｡おく

れた方が拘瑚L.tちと思う時すでに灘 波はおしよせ

甥柴のSE度とすう放念は中.つかみにくい｡それは てAtも昏 あ々る.

もののともL万一こも言オ1万 という時間的な神 を持

つ考えが脈 の方から一也休の方からt入って来るか
1 架 笹 措 果

ら11ろう. 1. 各蛸It薬について矢扱L鳩 蛙のtl榔 iスケク

狂虚の正しい刃宅lコ三,単に丘輸蚊や.叫 私共に チのようになる.規故･B=弧 He跡 の脚 を抵

内する汝Elのみでなく一帖京もならば変彩Lて行く道 具とまとめて蛮 lにする.

Et的陀 又は失政故その故件のJV-3状の変化をも吟味す

る事が大切ではあもきいか.

又なるべく実存に互い捷Tl突放とするには.粥放下

の姐 もざる事ながら'汎 内,又は坪 内の如き貯

嗣~下の共蚊も喋 eあろうL,欠如 iZiliを使って与

る事が鷲ましい.

狂BZについての一つの手芸(-Iuの宕味'L.1次のほな方

法■せ粕 と行ってみた.

tE 粟 扱 方 法

内代 42mm の鉄管に長さ JJcln'捷 38t･L" の弟

蛙も歓でFの中火に襲輿する. こOFl的 mie戯払ががた

茄の雌題もil推 すち都がLtl黙る.

店先任C)有様は回Ⅰの奴になる.但し爪 蛙は瓦◎様

に丁度5まくJt洩って居らず,附正にf:つTいる.

井発のA合;-_又別に先任の閥 に近く郎 ･に孔をあ

けておき'そこlこ串朗 とさし込んでr-トyクー/法

OFGLc左右の柵 的ずれt見Mナ事が仙来る.釣
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仙 JiのgI規faS･用いて船坂上 ー IOmm oで九を つ ね蛙のま形について

fIすから,その時Nl的ずれは 】01｣ 】0-TFeC組旺eあ わtEのともれ711王一成 eなくかなり攻抹なものでも

ち.従ってどちらかやい方がおそい方を耗畑ざJLtそ○ る.かかる形を分瀬する事はそれが内苑的か未卿 うな



様井 ･武井 工真肋 の帝京下○星空に対すろ失脚 耽 Z3?

ものか良く見さあめる事が大切だある.hSL良く見る

と,虫注昭 の顎bEガスb:3(族ごlつた8LOこのJB朕

¢辞分は′火件:女の 七つ一三Z).-一に分.7,1れろtiに見

える.

d< t,

⊂≡ 参 篭 三 コ

I) あまりJEかな凸凹は無く丸みを帯びて丘○成なもの (飼

えば肝変1イナマイ71専)2) あたかも汲立つ師 が巣岬IqヒTIしたtWJ

:汲形CDuJがもろもの (T.-Tl-･T.か-リフ
トQF)3)約 は平らかLlあるがど

こかに文 eTIした掠なtTEいもSEがもろもの く-･rソ

ーダソ書)1) 中央にカoTF用が局班に

欠乏したEW--丘t度し,そot7)如 :やらh,Xにそ

◎外用に外拾LJlのtXな山が集ってE-るも◎

(覇腐り れ 2ylqF)SJ 上7ti1)と丙じ嫌∈もろ

が'中央の山B:史にこわされてE.ろもO (白脚 )

ふ) 孟雅が ([> C3)や又 (JL)-く5)の葬ったr

EのiB:の魚に37･ら't,'Iなく一･

はに rざくろ｣◎taに.ささくれてf=かた7立秋の色代あり熟 こ中央に辞し､孔が

うがたれていちもO (将尻等J

T) (i)¢中央拙 'LEに稚く,莱.

.t生けて先生にトンネルのほになってBiもも

の (戟)(i),(5)の放た将兵ただは今の厨

その書出を片JBL縛る損な知見は7Tしていない.又除には

ごくまれにe;三あるが,中bから出一1状に,}L色

革を以て曲り拡b:もむ :明らかに?_れることももろ

.今te之は′T･:IT 袋か-リグト及び3

号竹に一つづつ現れILo然し(3)-(1)では急く

見る4Tは山来ない.攻に僻村oEE脚 のA合は次の≡怨

に分れる.ぐり 中火が太く相次になってい2'も

の.(2)ほぼ粒-

O大音でE栂されるもの.(3)中央がtlしろ付くくびれろも0.図5は以上○分弧七位掛 )に衣してみたもの亡

もち.府ねまD毘壁はE指のたib広がって椛 (

42mzn)以上のカ:iIこなってe:ても,全く供野の辞書づ

l王ついていない.無し圧触 oJJ､さ

いもOにもってはきのこ状に広がった書の

ふちに時に上り扶育のITり書づがある.内牧環〆イナYイト等ではと〇

年が 8､9rmの広がりt持つにもかかわらず'1戻甘

めすりをづ佗_全くついてB7ないtFに冨白い.この様な鮎 ft件C
に,範が正妃される上りもtFLろ紳 方が早く

こね表 2 ぬ tE 軌 3 影 妖

珊 (1,形(2) T3, (才 (5,孤 (6‥ ,,
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回 2 幹22{イナ-,イt･による掠珪故江形状

言れ,TS旺eある.

今庄月to大小に瓜 じてl=れらの影と分けて見ると

ま20は.こ,'J.ち.好配Z)変化はE菰JLメこTLるものほど

く))に近づ.!.又mRIについては中央が太いものは一

帯iiく,小知 :tTしろたし､ものは圧壮 大なるものに

恵ろ布が分ろ く不卯なものはW rして応めた九正塩S:

S史に1rrるのに円的1イナーイ トは累外に軌 ､窪Bl

の環eある.

正粗 大なるものは中央がTTLろ軌 ､rfかl)か敏合

に放っては,モo中央に現れ日が入って分忘は1'grニ

小火からおおに2分されんとしているも①すらある.

又抑 してみると外辞からは見えなくても中央に朝日
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也 5 庄栂淵と珊 む形状分布

が入っていろものももろ.これは恐らく諾撃汝のLf射

の括菜引き起される鵠カにもとづくものCあろう.モ

I,.て比¢助穴が題し､粉食にはtFLろTI的なカの効果の

ために我々が通称 こ的を正軒する畔O持た中央がふく

れた件状の形状となる◎だろう.ほ史¢考薪に当って

こ0点ほか1rI)の典7Aと呼ぶものでもろ.

又この様な瓜の出をはっきりkllけ ためには.-.つの

物Ltを韮止別の71向からm一打件で叩く方法は良いt&

亡もyLI■



堵舛･式井 工兵増発の涜閉下の妊zBlに娼するaf放免摘 記 日日

3. ]1C相 のLi脱との抑 fL(朗的)

今 日cIJ48の没収とこの実写iとをEgZ7-I;すれば,啓可苓

性京と較於千句Eと明かに大田して ･SえらtL'それら

i-大まかにだんだ記攻 Z)中に午# の彩r=に拡じてI

IL.づつの染色外のはに分布している.He帥 珪竺EJ>-ブ

リ+管とjTlい繋 50g,2 ケOK-謹9上に洋書 批 Im

G坂を空 くii才OカLa亡ある.

4 鮎 との月的 (Eg61L)

阿I,Eに姓蓋とOGt旅と点す'姓連は左右粥方b平均

i･とった.払 較ttTtB夢として邑'ER'LETイナマイ

t,又単一t‡T;上して.TlTT･ヒタリン就一-千

ソーダン背i･まこもて艮′i:してある'7hつて之は貫一

〇牢Eiにエ･Tろ′ク7Cは焦.､不は改定と支する.鼠

の庶S･tBL'tに.fす,攻,-JFgts:持ったrET_-ふみづ形に

dいたOJミこO音凱 こもとづいた.

5.EE鮎 と助柱①.yJtの原野･

措きEbLhtJエ壕A.こ依って吹き毘三言れ7潔 か丑を
意奴する.これに丁･.かD■子e一号の鎗舌:漠ろかど-)

か･2かなり0.･fらつきがもろのは当_qeもろが3:帯且

との周珠を虎めて与れ.fそ九､4も大比の揃向は見川す

串がIIL来曲虫は上に凹とある.

6 特に筋鞘〆イJ.一イh Ziぴ'Jl-TIT につい

てのJ:b故多くの'R輪

との描な方tl.ご一光づ色々の僻 について一泡I)芙

IILでみたtLmf机上¢経たものであったが'この乾

が各唱0ま排 についてとの粒度の資当性と邦'n達を狩

っていろか.それについて考えられる二つZ)ことがあ

/)-

-'′JJIN ′■● Itt ■H JLJ

-■■- JE･JL/I■■t

iJI'一 ･･ナ団 b (8) 庄縦 と-ス5EEZの吠陳 歩服

す技や父t.搬件 (飢えは最Atとか11は方法等力点)托mとしで,Lf施 行上Dnl

こ見えない7､手ぎ17や正.すられね事(6..
rえはfaLI和一主が少L

エつてhtたり)がt'の哩皮のZ:●･,7~T10王..
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3柑Nyイナ7イト4I引HlイナItTイト

SnJ rJ〆イ1･-1イトdIiL竹ダイナー/イト
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)3前z RFイナマイト
111州肝炎
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Z5へ十y-ダソ】a
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,NrLl･

Z7t:'クリソ酸

LL)頒繋o牲T
lにU､
つては''i'
常の腔弟妹JTにZ9す
るlt合〇B製は,
Y
l･L
焦正和に91斡していればか

なりの投i･;I;
十方でも,qJ7L

それ~∈特に拶冗〆イナマイト¢代衣として研嗣1イ

チ-√イトt-.父柑放牧欄{)BJとしこ'Ll_TiT.む
とI),
同一軌沖-比定につ.､
てBtさく
行って'上HE.
の二つの郡がらi･榊:してみた.
火斡仏IIR3◎速))

Cある .
こ0万釈aスケグ1と･-dVDせろrfは;こんぎ

つでもろから,罰○形欣0分g
ltそDttFFいてm_
した
.
純音について脳とEE櫛比7)BS休を求めれば貞

3のむIくなろ.
薪胡1イナマイJL
は(3gCdCはT
.ly
Tに比べ

かなl)加はばらつき末だ一定した拡t=示Lでいな

い.
その括文一舶とJZ
巧



lJL2 = * 4 # 協会 各 港 Ⅰ3怨 煎 35i

粥 3 集魚地史のI_Vらつきの吟Il.

男 付 等 ′A三7-igE '} ∴ 州

ミた

誉ヲf(<Im, 評 … さ,3,
8456
643LI

･ 三悪 43;3
･ 45諾 52n

T･A･V0.,5T I;≡ "2S
R 認 諾 4225

さだ子 4563

i:

3

0..

58

59

り

I

;
G
=

l
り
1-
=
り
r.-
わ
l
m
刀

=
山
刀
-I
,.=
3
,.?

I)とtとまった芸少に入ってElろ.

尻一丘羊'阿｢胆 か莫放ては*1i-思したtlLl"i:

'j{ナIFeもろ.

∫ 実掛きよの堅塁

J 方法･内L=TYt2'-Pの緋 に給桂 (3.8X14rJn)

とEL:'片瀬 303滋の匂二完.;1*:f:_LJrLT,和一維持C･
Zt丑させろ.弊変に,三言想Rと杓い乙.

2･ 升空っ叩.'J｡ケすれ-rニ 1OイHLrF且でもろ.

3 各ti=文脈 及び≡旺¢帯-Zt苛一こついて実検

LE抱tlの給蛙の形状を確聞につい1:七懸,m軸

について写店に分村してみた.

4 きOと桝に仏がった鵜滴のふちにはおい牡準で

は鉛管かすL)きづがつく.然し軌 ･ものでは立く

つかない.いづ九も甜稚任は鉄骨以J-の指となる

もきづはつかない.痕℡;ま伽 ;正輸される上りも

LILく故g!きれ始める伊 eある.

5･ 柏に仰指は中央がかえって無く,釣と左右に 2

分せんとするe]れEIが入る市ももち.iZqの出 )

敷求はこんな缶に蔓れていろ.

丘. ヘスの荘空と〇三河津はすべてD櫓集について-

宗光に定められ,tい,JF=苛鳩 等とを㈹ 葉と

はヲJbLに盟がユめられる.

7. i王道とLD苅繁も3m りatDti顎が又九三をJt

Aったちには℡するが,ここe;三同じを扶′イナ

マイ>77.oitiに吉吾や又真空と多士■こ合(_･淑 ′イ

ナ-,イTL等主文ぎつばにまとめてもろからそ◎d

o考Lrは多野さも ろ.1扶 持一死塩尻えばT･-TI･

'llqr.こついて式の8護,比可との内旅をまもて

ふらつもl)L''tある.

8.歳びrえっ7'淵 Z)立;よほどらつくOは当り'Le'_Lてある

がそれ･?も正桜丘と一迫∂5g騒がある抜 L.T4ある.

9 1-.Ttlll.について同 一E集Ir･Ll上))鼓多くの宍JA

すれば規正,a;櫛k.その形状等火ti食ってJ'!ろ.

[0.FT朋〆イナIrイトliT･Tllit.にくらペかなr)

痔通はばらつき畑空とq-:現丘のbC5F.が性11出光ろ

化でも,lJ.GlL賀長:ニ:卯 打である.

II.先守の七つの岩牧純 l'ミ大まかにFって (tナ-

(3)一三謁.､増 毛=･ある.怒し中 0々,-30実生に9q

する知見とri31723日三明..+.そ一三T=い.脚 a三つ

7)flw t..hr.=決して洪舶 なもカLlなく任等¢勤

F･油 JTtな:'37にモモ莞,-)ものと思う.

Y あ と が 卓

以上■ニr;でiTつた実三女..4もり' 3(今後もしばらくED

牌 CTTlうつもl)で･も,-J.PtLiJqb:iZIT:JfEl柵 と

して,iさわしいかfちかは>L,>湾する余'Jl.=がも乙かも知

れない.節 Cもうまく'JIえは甥亀D轍 拙 双は現 Li等

ろとは岨クが, 鉛.ibは弟,畝の方が廷LIのヂ掟 にふ

さL)しいと†LY悠ナ-3のほ乳だけ∈あろうか.之は急く

㍍-の典故L･白や蒜その他考えられち多くの的耳につ

いてLhTつて見て治めてはつきL)すらだろ).
li!以上はすべて銀毛O軸方向にユナTIJSgi検eもった

那, こ0泣才とコ於 合せた7F'にして′耶 rt･に舛方向

oIJlも吟味Iu来るT';を故記してJ'J-く○

牝の/Jlji1.は山大 謀反先生の研究 CEくE ほ亀哨

2丘)i･屯とした.
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